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明治中期の千島開発について

― 海軍大尉郡司成忠のシュムシュ島移住を中心に一

1真
麓

は じめ に

樺太 ・千島交換条約によつて 日本領 となつた クリ

ル諸島にはアリュー トや クリルアイヌと呼ばれる民

族が居住 していた。樺太 ・千島交換条約の附録規定

により,交 換 される地域に居住する民族は,そ の去

就の決定に三年間の猶予が与えられた
1。

明治政府

は,明 治11(1878)年 以降,数 年おきにシュムシュ

島に物品を運送 しアイヌに給与するとともに彼らが

獲得 した狩猟物を購入 した。 しか し, シュムシュ島

のアイヌを 「統治」 していると呼べる状況にないこ

とは公然のことだつた。明治10年代の前半に行われ

た数度にわたる北千島の巡視のたびに居住するアイ

ヌの人数は著 しく変動 していた。一方で,北 千島の

アイヌは,狩 猟で使 う弾薬等が不足するとロシアの

カムチャッカにそれを買い求めに行っていた。

この ような事態が大 き く変化す るのは明治17

(1884)年 7月 のことである。根室県令の湯地定基

がシュムシュ島のアイヌをシコタン島に移住させた

のである。これによリシュムシュ島は, 日本の国家

領域内であるにもかかわらず, 日本人が存在 しない,

という状況が発生 した。明治政府にとつて問題がさ

らに深刻であつたのは, ロシア政府が露米会社を閉

鎖 し,1867年 にロシア領アメリカ (アラスカ)を ア

メリカに売却 したことであつた。従来,露 米会社が

管理 していた クリル諸島 ・アリューシャン列島 ・ア

ラスカ地域の秩序が崩壊 し, とりわけラッコなどを

狙つた密猟船が千島列島で横行するという状況が発

生 した。国家の体面上からも毛皮獣の膨大な利益の

損失といつた点からも明治政府にとつて北千島の状

況は放置できない問題となつていつた。

しか し,国 民なき国土から脱却するために講 じら

れた手段は,国 策 としての千島開発ではなかつた。

予備役海軍大尉郡司成忠という人物が主宰 した報数

義会という団体がこの役を担 うことになつたのであ

る
2。

1 郡 司成忠 と報数義会の設立

郡司成忠は,1860(万 延 1)年 11月17日に幸田成

延の次男として生まれた。文豪幸田露伴の実兄であ

る。彼は,千 島開発のために予備役 とな り明治25

(1892)年 12月の 「千嶋拓植の志」の中で 「千島開

発」の企図を次のように開陳 している。退役海軍軍

人が遠洋漁業に従事することによつて 「殖産の道」

を開き, さらには彼 らをシュムシュ島に移住 させて

外国の密猟船の活動を阻止する
3。

郡司成忠がこの

ように構想 した背景には,海 軍の退役軍人や水夫が

生活のために外国の密猟船に雇われているという事

実があつた。彼は,拓 殖事業に彼らを参加させるこ

とで密猟船に雇用される
.こ

とを防 ぐことができる,

と考えたのである
4。

郡司成忠は,海 軍では密猟船

を発見すればそれを撃退する仕事についていた もの

が 「一朝退職 シタ トテ僅 ノ金 ノタメニ密猟船二乗」

り,か つての仲間に撃ち殺されるのは情けない, と

心情を吐露 している
5。

郡司成忠は,当 初退役 した軍人たちの受け入れ先

として岡本監輔の千島義会を想定 していた。千島義

会とは,岡 本監輔が千島列島の開発のために立ち上

げた組織である
6。

岡本は,明 治24(1891)年 5月

に東京を出発 して千島開発に向かつたが,計 画を実

現できなかつた。郡司はこの岡本を中心に千島の拓

殖を構想 していたが,岡 本が拓殖に失敗 しただけで2007.11.30  5暑刃里



新潟大学教育人間科学部紀要 第 10巻  第 2号

なく生きて帰つてきたことに憤 り千島義会との縁を

切つて しまつた7。
また,千 島義会はその会則 と し

て50円以上の納入金が必要であつたことも会員を集

める上で障害とみなされた
8。

郡司成忠は,退 役前の明治25(1892)年 9月 ,海

軍大臣にシュムシュ島の拓殖について次のような

「意見書」を出 している。最初の一年 目は一年分の

食料,小 銃および道具を携帯 して30人で北千島に向

かう。20人をシュムシュ島に,10人 をシンチル島に

配置する。二年 目は,シ ュムシュ島における越冬者

が無事であつたならば, シンチル島の20人をシュム

シュ島に移 し,新 たに30人をシンチル島に移す。 こ

のように毎年10人ずつ増や してシュムシュ島の拓植

を行 うというのである。 しか し, この 「意見書」は,

採用 されなかつた。郡司成忠は,海 軍の軍籍のまま

ではシュムシュ島の開発は不可能であると考えて明

治26(1893)年 1月 4日 に辞職 し予備役になつたの

である
9。

郡司成忠は,明 治26(1893)年 2月 5日 ,築 地水

交社において 「千嶋拓殖意見」を演説 し,千 島の拓

殖についての目的や方法を次のように述べている
10。

千島における外国人の密猟が放置 されれば,将 来こ

れを排除するために紛議を生 じ,国 際上の困難を醸

成する。さらに天皇が明治25(1892)年 に片岡侍従

を千島列島に派遣 したことについて触れ, これを受

けて千島の開拓を行 う決心である。具体的には 「千

嶋最北端占 守 嶋に移住 し帝国版図たるの実を揚け

んことを望む」とシュムシュ島への移住を明言 した。

その上で,次 の四つを当面の課題としてあげている。

第一に, シンチル島の北端にあるプロー トン湾の岩

礁爆破実験である。郡司成忠は, プロー トン湾の岩

礁の除去について,プ ロー トン湾が結氷 しないと予

想 したうえで, この湾に安全に軍艦を停泊させるこ

とができれば,千 島全体にとつて有意義ある, と認

識 していた。第二に,将 来の移住者のために天候や

鉱物ならびに動植物の調査を実施するも第二に,漁

場の調査を行 う。第四に,移 住者が援助な しに自活

できるための方策を研究する。以上の四つの点を当

面の課題としてあげている
n。

郡司成忠の演説によれば,千 島の開発順序につい

て大きく三つの方針があつたことが分かる。第一は,

プロー トン湾を開発 してシンチル島から南北に開発

する方法である。第二は,エ トロフ島を根拠地に し

て拓殖を北方へ拡大する方法である。第二は,最 北

端のシュムシュ島か ら拓植する方法である。郡司成

忠は第二のシュムシュ島からの拓殖を最良と考え,

この島に 「拓植本部」を設置すると提起 している
12。

郡司は,そ の理由としてシュムシュ島には木が生い

茂 り,漁 場があり,生 活するための条件が他の地域

よりも整 つている,と 指摘す る。 この点は明治17

(1884)年に実施された調査からも明らかであつた。

シュムシュ島は海峡を隔ててホロムシロ島があり,

流木などの獲得 も比較的容易であつた。エ トロフ島

以外ではシュムシュ島が千島列島の中で生活条件と

して最も整つていた。これらの点から郡司成忠はシュ

ムシュ島からの拓殖の有効性を強調 したのである
爵
。

さらに郡司成忠は千島開発の構想を具体化 した

「千嶋移住趣意書」を上梓 している。この 「趣意書」

に添付された 「移住方法」によれば,郡 司成忠は,

明治26(1893)年 2月に移住の準備を完了 し, 3月

上旬に東京を出発 し, 5月 中にはシュムシュ島に到

着する予定であつた。この 「趣意書」は,彼 が千島

列島に向かう途中の役場などに発送され,各 地で歓

迎会の準備が行われることになつた・
。

郡司成忠は,天 皇と皇后からの 「恩賜金」(1,500

円)を は じめ,多 くの貴族や政治家から援助を受け

ている
15。

彼が北千島の開発を企図するきつかけと

なつた片岡侍従か らは,毛 布を送 られている
“
。郡

司成忠は,明 治26(1893)年 3月 5日 ,出 発に際 し

て横須賀小学校で報数義会の命名式と成立式を行っ

た。この報数義会 とは,上 方宮内大臣が 「聖意」を

奉 じて郡司成忠の一行に付 した団体名である。最初

に明治天皇が郡司成忠に与えた 「勅詔」から確認 し

ておきたい。

勅 詔
(天皇)

千嶋探検の事,朕 深 く其必要を認め先に侍従を派

して其略を得,大 いに思ふ所ありき今や汝等奮起

して移住拓殖の挙あるを聞き朕深 く其志を嘉み し

其資を与ふ,汝 等能 く朕が意を膿 して堪志勉励せ

ょ
17

「勅詔」によれば,天 皇が千島問題に関心を持ち

侍従,す なわち片岡侍従を派遣 し,そ れによりこの

問題について何 らかの意向を持つていたことが分か

る。それゆえ明治天皇は郡司成忠の 「移住拓殖」に

「恩賜」を与え,天 皇の 「意」を体現するように求

めたのである。次に,上 方官内大臣が 「聖意」とし

て郡司成忠の一団に与えた報数義会の名称に関する

書面を見てお くことに したい。
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聖意を奉戴 して団体を報数義会と命名す,報 数

の意蓋 し天下国家の為め家を忘れ身を忘れ一死以

て忠を蓋すにあり,千 嶋拓殖の事実に容易ならず ,

其困其難察するに余 りあ り,只 堪忍の一事能 く其

功を奏す可 し勉めよや報数義会,勉 めよや報数義

会員
18

この書面によれば,「報効」 とは天下国家のため

に死をもつて 「忠」を尽 ことを意味 している。そ し

て,「千嶋拓殖」のためにひたす ら 「堪忍」するこ

とを報数義会員たちに求めている。 このように郡司

成忠 らのシュムシュ島開拓は天皇の庇護のもとに行

われる国家的事業とみなされるようになつた。た し

かに,郡 司成忠の活動は,外 国の密rit船から千島列

島の資源を保全する, という国家的な課題に応える

という側面を持つていた。 しか し,そ の一方で郡司

は退役海軍軍人たちの生活の安定を確保する手段と

して千島の開拓事業を考案 していた。 しか し, この

ような当初の千島開発に込めた企図は見えにくくなつ

ていつた。天皇の 「勅詔」と報数義会の名称の付与

が,郡 司成忠の北千島開拓事業を完全に 「天下国家」

への滅私奉公に変えて行つたのである。

郡司成忠は, シュムシュ島の水産業によつて報数

義会員の生計を立てる計画であつた。それは, この

地域のラッコやオットセイ猟がすでに帝国水産会社

に委ね られていたためであつた。 さらに,明 治25

(1892)年のそれらの水揚げは60から70頭に過ぎず ,

移住者が猟業で生計を立てるのは困難 とみなされ

た
つ
。郡司成忠らが最初に手がけるのは鮭,鱒 ,鱈 ,

海藻類などの漁業であるが, とりわけ鱈漁は有望と

考えられた
"。これらの物産を販売する組織 として,

大田実が社長とな り北洋合資会社が東京京橋区築地

に設立 されている。北洋合資会社はその後北洋物産

会社 と改称 されたと推定 される
a。

2 郡 司成忠 と報効義会員の出発

郡司成忠の一行は,明 治26(1893)年 3月 20日,

隅田川を出発 した。壮行会では谷干城が 「告別の辞」

を,榎 本武揚が 「別辞」を,太 田実 (北洋物産会社

総代)が 「送別文」を述べている
″
。海軍主計学校

の生徒が吟唱する 「郡司大尉の勇壮発航を送るの歌」

に送 られて出発 した
23。

その後,各 地で歓迎を受け

ながら郡司成忠は千島列島に向かつた
24。

報数義会の一行は,八 戸沖で暴風雨のため破船 し,

二艘の船を失つた。一時は郡司成忠の死亡が新聞紙

上で伝えられるなど,誤 報が飛び交つた25。
軽症で

すんだ郡司成忠は,函 館の高龍寺において行われた

「報数義会会員蒻死者追弔会」で今後の計画を次の

ように述べている。エ トロフ島以北での航行に使用

するはずであつた鼎浦丸が破船 したため,当 初の予

定を変更 してエ トロフ島に滞在する。そこで船を確

保できた場合には従者を一名連れてシュムシュ島に

向う。越年 してこれまで未解明であつた北千島の冬

期の状況を把握 して今後の方針を決定する
26。この

ように,二 艘の破船により郡司成忠は当初の予定を

変更せざるを得なくなつた。それで も函館の平出喜

二郎の援助で汽船錦旗丸を利用することができるこ

とにな り,彼 らは, 6月 12日,函 館を出発 した。郡

司成忠以下報数義会の会員47名と他に 8名 の合計55

名がこの船に乗船 した。一行は, 6月 17日,エ トロ

フ島の紗那に到着 した
27。

紗那では漁業家栖原の出

張所から出迎えを受けて,栖 原出張所内の建物に宿

泊 した
28。ここで報効義会員は, シュムシュ島に向

う者,モ ヨロ硫黄山で労働を行 う者,漁 業に従事す

る者,缶 詰製造所で働 く者などに分かれた
29。

明治26(1893)年 における報数義会のエ トロフ島

残留者はおよそ54人であつた。その家族を合わせる

と110人ほどになつた。報数義会員の多 くがエ トロ

フ島において漁業を行うことになつた。漁期が終了

し報数義会のメンバーは,留 別と紗那のニケ所に集

まつて越冬 した。 この年は不漁であり,留 別では30

石,紗 那では20石の水揚げ しかなかつた
∞
。郡司成

忠が出発 したあとも各地で報数義会を支援する義捐

金があつめられ, このエ トロフ島に残留 していた報

数義会員たちに義捐金で購入 した米 ・味嗜 ・塩など

が送付 された
31。これによつて,エ トロフ島に残留

した報数義会員たちは冬を越す ことができた。
一方,郡 司成忠の一行は, 7月 21日,予 備役陸軍

大尉馬場禎四郎が貸 しきっていた泰洋丸に乗船 して

シャスコタン島に向けエ トロフ島の紗那を出発 した。

7月 31日にはシャスコタン島に到着 した。この日は

硫黄探索のために上陸する馬場に付き添つて報効義

会の白瀬離 と目黒広吉が上陸 した
32。二人は, シャ

スコタン島の漁場を調査 して 8月 2日 に返つてきた

が,「鮭鱒の漁ハ殆んど絶望な り」 と漁場の状況は

良くなかつた
“
。

馬場禎四郎はシャスコタン島に硫黄があれば,そ

れを採掘する間に郡司成忠らをシュムシュ島に送 り

届ける予定であつた。 しか し,当 初シャスコタン島

で硫黄は発見できなかつた
34。

郡司成忠は,馬 場 と

相談 し,馬 場のウシシル島行きにも同行 し,そ のあ
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とシンチル島のブロー トン湾に行 く計画を立てた
｀
。

しか し,出 航すると海上からシャスコタン島の ヒン

ネシリの山頂から煙が出ているのが見え,そ の場所

に硫黄があることが分かつた。馬場は当初の予定で

あつた硫黄の採掘を行 うことに決定 した。馬場 らは

8月 9日 には硫黄を本格的に採掘するために機械や

道具を陸揚げ し,お よそ 3週 間か ら4週 間はシャス

コタン島に逗留す ることになつた
“
。郡司成忠は馬

場禎四郎と協議 して, 8月 16日,次 のように方針を

決定 した。 シャスコタン島において気象観測等を行

えば, シュムシュ島の参考にもなるのでシャスコタ

ン島で気象観測を実施する。残 りの人員はシンチル

島のプロー トン湾に向かい開菫計画を実行する
37。

郡司成忠は, シャスコタン島に丼上儀蔵 。高橋銭五

郎 ・掘江彪 。目黒広吉 。田中留吉 ・嶋村金一 ・木村

佐吉 。中村重吉 。鶴島久次郎の九名を残留させるこ

とに した
“
。

シンチル島に向う予定の八人は,明 治26(1893)

年 8月 26日, シャスコタン島を出発 したが,天 候不

順のためにエカルマ島付近で漂流 していたところ,

磐城艦が到来 した。郡司成忠は,再 び予定を変更 し

てシュムシュ島にこの磐城艦で向うことを考え, 8
( シュム シュ)

月30日,「占守に渡航するに他に便 るべき道な し。

依て再々恐縮の至 りなれども願 くば占守まで便乗の

義許可あ りた し」と依頼 し,許 可を得た
39。

シュムシュ島に向つた 7名 は,郡 司成忠 。白瀬轟・

坂本吉五郎 ・小野亀次郎 ・森音蔵 。加戸乙平 。上田

幾之助である
40。

磐城艦は, 8月 31日にシュムシュ

島の片岡湾に到着 している。 9月 7日 には小屋が完

成 し,テ ン ト暮 らしか ら開放 された
41。

郡司成忠 と

朝 日新聞記者の横川勇次は, 9月 10日,片 岡湾から

別飛に向けて調査のために出発 している
42。

月1飛は,

シュムシュ島のアイヌ集落の拠点であつた。船舶の

停泊という点では片岡湾が勝つていたため, ロシア

商人の商館やギ リシャ正教の教会があつたが,村 落

の規模 としては別飛が勝 つていた
43。

男J飛は,紅 鮭

などが多 く, シュムシュ島におけるアイヌの拠点が

ここに形成 されたのも自然なことであつた。 『朝 日

新聞』の記者である横川勇次は別飛について 「将来

此島に移住せんとする者にハー 日も早 く探検 し置 く

べき有要の地」 と位置づけている
.4。

彼 らは,別 飛

でアイヌの 「穴居」に宿泊 して周辺の調査を行い,

9月 15日には片岡湾に戻つてきた。郡司成忠 らを乗

せてきた磐城艦は,別 飛湾などの測量調査を しなが

ら9月 21日までシュムシュ島に滞留 した
45。

さらに, シュムシュ島における報数義会員の動向

を自瀬品の 『千島探検録』からも跡付けておきたい。

上陸 した翌 日の 9月 1日 から穴篭の準備が始められ

た
46。

その場所は,明 治25(1892)年 にシュムシュ

島を探検 した片岡侍従が仮寓 したアイヌの廃窟だつ

た。すでに鱒の漁期は過ぎていたが,用 意 していた

引き網で鮭漁を行い,越 冬に備えることになつた
47。

郡司成忠らが所持 していた食料では一人平均三合宛

の割合で明治27(1894)年 の 5月 頃まで しか持たな

い計算だった。漁業が実施できれば問題ないものの,

冬季はほとんど漁業 もrit業も困難であり,食 料の不

足が′心配 される状態だった
48。このように郡司成忠

らのシュムシュ島開発は,越 冬のための食料 さえも

十分といえる状況にはなかつたのである。

3 郡 司成忠の帰還

明治27(1894)年 7月 7日 付の 『東京朝 日新聞』

は,根 室発の 7月 6日 「特発」として郡司成忠―行

の状況を掲載 した。それにより, シュムシュ島に滞

在 した一行は無事であつた ものの, シャスコタン島

で越冬 した九名の死亡が伝えられた。

シュムシュ島とシャスコタン島の報効義会員を迎

えに行 ったのは磐城艦であつた
49。

磐城艦は,明 治

27(1894)年 6月 22日,エ トロフ島の紗那を出発 し

た。磐城艦には,郡 司成忠の父である幸田成延以下

6名 の報効義会員, 2名 の北海道庁官吏,真 宗僧侶

土肥虎関,根 室毎 日新聞記者 らが乗船 していた
"。

磐城艦は, 6月 25日にシャスコタン島に到着 したが,

人影はなかつた。翌 日の 6月 26日の再調査によつて

シャスコタン島の越年者全員の死亡が確認 された。

小屋に残 された記録によつて次のような事情が判

明 した。 シヤスコタン島で越年することになつた報

数義会のメンバーは,仕 事の分担を決めた。家長と

して高橋伝五郎を選出 し,鶴 島久次郎 と田中留吉を

補佐 とした。鶴島久次郎は気象の観測と潮流の調査

を担当 し,田 中留吉は医師であつたため飲料水の調

査を担当 した51。
嶋村金一 と日黒広吉は蒔材の収集

を,中 村重吉,木 村佐吉,井 上儀蔵は小屋の建築を

行 い,堀 江彪 は記録 と雑事を担 当 した。 明治26

(1893)年 8月 29日に田中, 日黒,高 橋,井 上,堀

江の五名が端船でセイウチの群生地であるエカノィマ

島へ行きアザラシニ頭を捕獲 した。その後,10月 9

日に嶋村,鶴 島,中 村,木 村,堀 江の五人が再びi

カルマ島に猟に出かけたが消息不明となつた。シヤ

スコタン島に残された中田,高 橋,井 上, 日黒は小

屋の中で死亡 していた。磐城艦に乗船 していた僧侶
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の土肥虎関が彼らの葬儀を行つた。

磐城艦は,明 治27(1894)年 6月 27日, シュムシュ

島に向けてシャスコタン島を出発 した。 6月 28日に

はシュムシュ島の片岡湾に入港 し7名 の生存を確認

した。 しか し,ホ ロムシロ島で越冬 していた和田平

八の死亡が判明した
52。

和田平八は,明 治26(1893)

年 8月 31日,磐 城艦で郡司成忠 らとともに上陸 しホ

ロムシロに越冬 した人物である。彼は報数義会員で

はない。和田平八は年齢35才くらいでギ リシャ正教

のニコライの門弟であつた。自瀬語の 『千島探検録』

は,和 田平八について,

色 丹 土人 ヲ旧地ナル占 守 又ハホロモシル嶋へ

移住セシメ,ギ リシャ教 ヲ弘道セン トノロ的ニテ

ニコライノ命ヲ含 ミ先ズ自身寒厳 ノ程度 ヲ探検 シ

然ル後決行セン トノー大企望 ヲ抱負シテー身 ヲ斯

教 ノ犠牲二供シタ"

と記 している。すなわち,彼 は,明 治17(1884)年

7月 にシュムシュ島からシコタン島に移住させ られ

たアイヌたちの帰還のためにホロムシロ島を調査 し

ていたのであつた。

磐城艦は,明 治27(1894)年 6月 27日,郡 司成忠

らを乗せ シュムシュ島を出発 した
54。シュムシュ島

には白瀬轟 。葛原益吉 ・御園生亀二郎 。関誠一 ・山

本敏 。社川延蔵が交代で越冬することになつた。白

瀬轟は二年 目の越冬であった
55。

磐城艦は 7月 6日

に根室に到着 している
“
。

郡司成忠は,明 治27(1894)年 7月 10日,根 室の

集会でシュムシュ島における越冬の状況を報告 して

いる。気候風土や動植物の状態などを述べたうえで ,

報数義会の役 目はシュムシュ島の調査であり,そ れ

が達成 されたことを報告 している。今後の開拓のこ

とは国家の 「公事」であると強調する。それゆえ,

シュムシュ島に関する調査結果や方策を北垣北海道

庁長官に提起 し,「長官の命令する所に従て運動せ

んと欲す」と今後の活動方針を示 した57。

4 報 効義会への国家的援助

郡司成忠は,明 治27(1894)年 7月 19日,東 京に

到着 したのち7月26日付で谷干城に今回の調査が成

功 したことを 「占 守 沿岸気候之観沢1物産之高及捕

獲方法等調査済めり,結 果頗る良し拓殖の方針稽確

立 したるもの 如ゝ し」と伝えている
“
。

これ より先,貴 族院議員の谷干城は,明 治27

(1894)年 5月 15日,第 6回 帝国議会に 「千島移民

保護に関する建議」を提出 し,郡 司たちの活動を援

助 しようと企図 した。

この建議の趣旨を紹介するまえに,谷 干城が郡司

成忠を支援することになつた経緯を明らかに してお

きたい。谷干城は, この点について 「文部大臣ノ井

上君 ノ紹介二依 ッテ郡司が斯 ウ云フコトフスルノハ

誠二感心 卜思フカラ賛成 ヲシテ呉 レヌカ」と自分と

郡司成忠の関係について述べている
59。

すなわち,

谷千城は文部大臣井上毅を仲介として郡司成忠と知

遇を得て,そ の活動に賛同するようになつたのであ

る。

谷干城は 「千島移民保護に関する建議」の中で次

のように述べている。エ トロフ島とシコタン島以外

は 「無人の境に して海草は年々朽腐 し魚族は捨て顧

みず,海 獣は多 く海外密猟船に放任 し吾が島,吾 が

海に して其の実なきが如 し
60」

と,国 民なき国土に

おいて水産資源が放椰 され,海 獣資源は外国の密猟

船に蹂躙 されている。このような状況を踏まえて郡

司成忠の 「千島拓殖」を賞賛 し政府から五ケ年間,

毎年15,000円を支給すべきであると建議 したのであ

る。貴族院議員の谷干城は, この建議の趣旨を議会

においてさらに詳 しく説明 している。谷干城は,報
(シュムシュ島周辺)

数義会の活動を説明 したうえで 「ア ス コハ日本領

デアル,萬
一脇カラ来テ種々ノ事ヲサシテハ誠二日

本 ノ恥デアル°
」 と指摘する。谷干城は過剰人口の

送出先として北海道や千島列島を位置づけながらも,

シュムシュ島の状況を国家的な体面という視点から

捉えているのであり,そ こには当初,郡 司成忠がシュ

ムシュ島開発に求めていた退役海軍軍人の救済とい

う視点はない。それゆえ,漁 業の利益を守るために

多額の予算をかけて 「守兵」や 「番兵」を置 くより

も 「奮 ッテ国家 ノタメニヤラウ ト云フ者ガアルハ実

二国家ノ幸デアル」 と郡司成忠の活動を位置づける

ことになる
62。

貴族院において この建議案は多数で

採決された。

この建議は,衆 議院に回送 され明治27(1894)年

6月 2日 の予算委員会において具体的に審議 されて

いる。政府委員として出席 した北海道庁長官北垣国

道は,予 算額の根拠やその使途についての質問を受

けたものの,事 業内容を詳細に説明できず,答 弁に

苦慮 している。北垣長官は現段階では調査が不十分

なために 「千島ノ事業」の内容を詳細に示す ことが

できない,と しながらも,北 千島における鱈漁につ

いては十分見込みが立つと答弁 しただけであった。

予算委員会では45,000円を明治27(1894)年 から明
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治29(1896)年 の二年間わたつて支給するという修

正案が可決 した。 これが可決 され たのは 明治27

(1894)年 6月 2日 のことである。第 6回 帝国議会

は, この 6月 2日 に衆議院の解散が命 じられたので ,

この議案は審議未了となつた
63。

第 6回 帝国議会において審議未了となつたものの

北垣北海道庁長官は郡司成忠に対する援助を諦めな

かつた。北垣長官は,明 治27(1894)年 8月 31日,

「郡司大尉千島事業補助 ノ追加予算概算書
“
」を井上

馨内務大臣に提出 している。 しか し, この補助案 も

実現 しなかつた, と推定 される
“
。北垣長官は,井

上内務大臣らに郡司成忠への補助事業の必要性を説

くが,北 垣長官の 日記である 『塵海』の明治27(18

94)年 9月 15日条には,

大 臣 又云郡司補助 ノ件営夏予算 ヲ提出ノ前ナ

ラハ余ハ不同意 ヲ論スヘキモ今 日二至テハ不同意
(渡辺)

ヲ論セス併 シ大蔵大臣二協議 シタルモ大蔵大臣ハ

新設事業 トシテ之 レヲ斥ケ リ,乍 去機会モアラハ

議会中 卜雖モ之 レヲ提出シテ可ナ リ“

とあ り,内 務大臣井上馨の賛同は得たものの渡辺国

武大蔵大臣から 「新設事業」として退けられたこと

が分かる。第 8回 帝国議会にこの 「追加予算概算書」

が提出された形跡はない。

このように郡司成忠の活動は,国 家的な支援を受

けることはできなかつた。一方で,郡 司成忠の状況

も変化 した。郡司成忠は日清戦争により大連湾水雷

敷設部長 として出兵 し,明 治28(1895)年 4月 21日

に帰国するまで従軍することになつたのである
67。

日清戦争への従軍にあたつて郡司成忠は報効義会の

方針を変更 している。報効義会の会員は,各 自長所

を生か して職業につき 「将来占 写 に移住するの費

用を貯蓄すると云ふ方針」を立てることになつた
“
。

報数義会は, シュムシュ島の開発のための国家的支

援を受けるどころか,移 住に必要な費用を自ら捻出

しなければならない事態になつたのである。

おわ りに

明治政府は,明 治17(1884)年 7月, シュムシュ

島を中心とする北千島にいたアイヌたちをシコタン

島に移住させた。これにより,北 千島は国民なき国

土となつた。明治政府の実効支配も及ばず,外 国の

密漁船が跛眉するという状況であつた。

郡司成忠は,報 効義会を立ち上げ, シュムシュ島

を中心 と した拓殖計画を立てた。彼 らは,明 治26

(1893)年 8月 31日 , シ ュムシュ島に到達 し,越 冬

した。 この郡司成忠が主宰 した報効義会の活動は,

北方史においては著名な事件であり,北 方史の通史

や概説書において もしば しば取 り上げられる。

本稿が注 目したいのは次の点である。 この問題を

単に国家的課題の達成という点のみから捉えること

はできない, という点である。なぜなら,郡 司成忠

が当初この問題に接近 した理由は,退 役海軍軍人の

生活維持だつたからである。彼は,退 役海軍軍人が

生活のために密猟船に雇用され,密 漁船を取 り締まっ

ていた者たちが逆に取締 りの対象になるという点を

強 く懸念 していた。 このような彼の千島開発は,天

皇からの 「恩賜金」の付与や上方官内大臣による報

効義会の命名により,国 家的側面を強 く付与 される

ことになつた。 しか し,実 際には貴族院議員の谷干

城が議会に対 して行 つた 「千島移民保護に関する建

議」が実現 しなかつた点などからも分かるように,

国家的な支援や保護は極めて薄弱だつた。郡司成忠

を中心 とする報効義会は,国 家的な課題として注 目

され宣伝されることになるものの,実 際の活動は国

家的な援助や政策の一環として展開するのではなく,

義捐金や私財の投入といつた面で支えられていたの

である。国民なき国土を払拭するという課題は,国

家的な事業として位置づけられてはいないのである。

この段階にあつては国境の維持や領土の侵犯など

の問題が国民を統合する契機 とはならない し,ま た

それを維持する装置として も機能 していないのであ

る。多 くの国民が情報統制を受け,こ れらの問題を

知 り得なかつたわけではない。千島列島における密

猟船の出没や郡司成忠の報効義会の行動は,新 聞な

どで詳細に報道 されていたのである。
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